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私
は
二
〇
一
九
年
五
月
十
三
日
の
決
算
行
政
監
視
委
員
会
で
、
安
倍
政
権
の
下
で
「
桜
を
見
る
会
」
の
参
加
者
と
支
出
額

が
、
開
催
要
領
の
一
万
人
規
模
を
無
視
し
て
膨
張
し
て
い
る
こ
と
を
、
国
会
で
は
じ
め
て
質
問
し
た
。
答
弁
者
は
「
桜
を
見
る

会
」
を
所
管
し
て
い
る
菅
義
偉
内
閣
官
房
長
官
（
当
時
。
以
下
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
と
記
す
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
次

年
度
の
概
算
要
求
は
、
膨
張
し
た
支
出
に
あ
わ
せ
て
、
前
年
度
比
三
・
二
四
倍
と
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

二
〇
一
九
年
五
月
九
日
か
ら
五
月
十
三
日
ま
で
の
間
に
、
内
閣
府
職
員
が
「
桜
を
見
る
会
」
の
案
件
に
つ
い
て
、
菅
官
房

長
官
（
当
時
）
に
会
っ
た
日
時
、
会
っ
た
職
員
の
人
数
・
官
職
・
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
そ
の
際
の
説
明
資

料
の
有
無
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
の
発
言
内
容
の
メ
モ
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

二
〇
一
九
年
五
月
九
日
か
ら
五
月
十
三
日
の
間
に
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
は
、
私
が
行
っ
た
「
桜
を
見
る
会
」
の
資
料

要
求
及
び
質
問
通
告
に
関
し
て
、
内
閣
府
・
内
閣
官
房
職
員
に
行
っ
た
指
示
及
び
発
言
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

二
〇
一
九
年
五
月
十
三
日
の
質
問
後
か
ら
概
算
要
求
締
切
り
の
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
内
閣
府
職
員
が
「
桜
を
見

る
会
」
に
つ
い
て
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
に
会
っ
た
日
時
、
会
っ
た
職
員
の
人
数
・
官
職
・
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た



 

２ 

 

い
。
ま
た
、
そ
の
際
の
説
明
資
料
の
有
無
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
の
発
言
内
容
の
メ
モ
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
は
、
な
ぜ
、
二
〇
一
九
年
五
月
十
三
日
の
国
会
で
の
指
摘
を
受
け
て
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
参
加

者
と
支
出
額
の
膨
張
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
も
な
く
、
概
算
要
求
を
前
年
比
三
倍
以
上
に
増
や
す
と
い
う
判
断
を
し
た
の

か
。
理
由
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

五 

昨
秋
の
臨
時
国
会
で
の
田
村
智
子
参
議
院
議
員
に
よ
る
「
桜
を
見
る
会
」
の
質
問
後
に
、
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
報
道
す
る

中
、
政
府
は
よ
う
や
く
、
十
一
月
十
三
日
に
「
桜
を
見
る
会
」
の
見
直
し
と
次
年
度
の
中
止
を
決
め
た
。
し
か
し
、
本
来
な

ら
ば
、
メ
デ
ィ
ア
の
大
々
的
な
報
道
が
な
く
と
も
、
五
月
十
三
日
の
質
問
を
受
け
て
、
た
だ
ち
に
見
直
す
べ
き
で
あ
っ
た
と

考
え
る
。
五
月
の
国
会
で
の
指
摘
の
後
、
た
だ
ち
に
桜
を
見
る
会
を
見
直
す
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
詳
細
な

説
明
を
求
め
る
。 

六 

菅
官
房
長
官
（
当
時
）
は
本
年
九
月
三
日
放
送
の
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
23
で
、
「
桜
を
見
る
会
」
へ
の
安
倍
総
理
の
後
援
会

員
の
参
加
に
つ
い
て
「
気
が
付
か
な
か
っ
た
」
、
「
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
中
身
に
つ
い
て
は
、
私
は
所
管
し
て
い
ま
す
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

 
 

し
か
し
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
は
、
「
桜
を
見
る
会
」
に
自
身
の
後
援
会
関
係
者
を
五
十
人
～
六
十
人
招
待
し
た
と
、
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昨
年
十
一
月
二
十
一
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
答
弁
し
て
お
り
、
安
倍
総
理
（
当
時
）
が
安
倍
晋
三
後
援
会
関
係
者
を
多

数
招
待
し
て
い
る
こ
と
を
菅
官
房
長
官
が
「
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
」
の
は
、
極
め
て
不
自
然
な
説
明
で
あ
る
、
と
私
は
考

え
る
。 

 
 

で
は
、
所
管
し
て
い
る
官
房
長
官
と
し
て
「
気
が
付
き
」
、
「
中
身
」
を
認
識
し
た
の
は
い
つ
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

 
 

私
は
昨
年
五
月
の
国
会
で
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
に
対
し
て
、
「
桜
を
見
る
会
」
に
つ
い
て
、
政
権
に
近
い
人
を
ど
ん

ど
ん
呼
ん
で
参
加
人
数
が
膨
ら
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
点
で
、
「
中
身
」
を
認
識
し
た
の
で

は
な
い
か
。 

 
 

「
桜
を
見
る
会
」
の
開
催
要
領
は
毎
年
閣
議
で
配
付
し
、
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
開
催
要
領
に
は
一
万
人
規
模
と
明
記

も
し
て
あ
る
。
国
民
の
税
金
を
使
っ
た
行
事
で
、
開
催
要
領
を
無
視
し
て
「
多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
が
い
い
な
と

思
っ
て
い
た
」
、
「
ほ
と
ん
ど
承
知
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
す
る
の
は
、
極
め
て
不
自
然
か
つ
責
任
の
所
在
を
回
避
し
て
い

る
で
は
な
い
か
。
見
解
を
求
め
る
。 

七 

二
〇
一
九
年
五
月
二
十
一
日
の
財
務
金
融
委
員
会
で
、
井
野
靖
久
内
閣
府
大
臣
官
房
長
（
当
時
）
は
「
桜
を
見
る
会
」
の
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二
〇
一
九
年
度
の
資
料
は
「
す
で
に
破
棄
し
た
」
と
答
弁
し
た
。
こ
の
答
弁
を
行
う
前
後
で
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
関
係
文

書
の
廃
棄
に
つ
い
て
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
と
内
閣
府
・
内
閣
官
房
と
の
や
り
と
り
は
あ
っ
た
か
、
有
無
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
仮
に
有
る
な
ら
ば
、
や
り
と
り
の
日
時
及
び
内
容
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

八 

菅
官
房
長
官
（
当
時
）
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
二
日
の
記
者
会
見
で
、
「
桜
を
見
る
会
」
の
招
待
者
を
含
む
見
直
し
に

つ
い
て
、
「
政
府
と
し
て
そ
こ
は
検
討
し
て
い
く
。
必
要
が
あ
る
と
も
思
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
本
年
の
一

月
五
日
付
で
、
「
政
府
は
今
年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
、
一
定
の
結
論
を
出
し
た
い
と
し
て
い
る
」
と
の
報
道
も
し
て
い
る
。 

 
 

政
府
は
見
直
し
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
検
討
の
場
を
設
け
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
進
め
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。
ま
た
、
「
見
直
し
」
と
「
検
討
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

九 

「
桜
を
見
る
会
」
に
関
係
す
る
決
裁
文
書
で
、
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
が
決
裁
に
関
わ
る
文
書
は
存
在
す
る
か
。
有
無
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


